
設
置
資
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

円
以
最
近
、
新
規
一
な
お
、
詳
レ
い
乙
と
は
、
職
業
安
定

ド
ル
学
校
卒
業
者
な
一
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

J

ぶ
ぬ
れ
ど
若
い
労
働
力
一
大
山
川
公
共
職
業
安
定
所

h
一
定
年
々
減
少

Z

I

l

-

-

-

日
夜
る
反
面
、
中
高
一
江
止
す
F
戸

羽

衣

毒

茸

ノ

妨
大
洲
市
で
は
、
八
月
二
十
七
日
、
大
一
市
民
会
館
で
は
、
村
上
市
長
を
図
ん
ね
一
一
一
年
襲
職
者
(
一
，

.
1
4
{
t
s

崎
洲
商
工
会
議
所
婦
人
部
員
を
対
象
に
第
一
で
の
話
レ
合
い
が
あ
り
、
市
長
か
ら
市
川
源
四
十
玄
歳
以
上
一
リ

i
ズ
山

参
一
回
施
設
め
ぐ
り
を
開
催
し
ま
レ
た
。
一
の
財
政
の
乙
と
を
は
O
め
み
ん
な
の
意
~
一
~
)
は
増
加
し
て
一

聞
こ
の
施
設
め
ぐ
り
は
、
広
聴
活
動
の

τ宗
聴

い

て

市

政

を

進

め

て

い

き

た

い

日

…

き

て

お

り

ま

一

妊

婦

一

般

健

康

起
一
っ
と
レ
て
、

E
Zく
市

民

に

公

一

な

ど

市

政

全

般

に

つ

い

て

の

話

し

を

関

!

い

す

。

一

診

査

に

つ

い

て

糊

関

レ

、

正

レ

く

理

解

し

て

い

た

だ

く

と

一

き

ま

レ

た

。

明

開

労

働

力

年

齢

一

E

:

:

-

口
と
も
に
、
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
eu
一
昼
食
の
あ
と
、
富
士
山
、
松
下
寿
電
日
古
川
構
成
を
見
て
も
一
丈
夫
で
健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
育

議

案

説

明

の

概

要

備

を

は

じ

め

、

上

須

戒

診

療

所

の

改

一

マ

教

育

費

一

一

一

千

八

百

一

芋

万

円

併

で

新

レ

い

ま

ち

づ

く

り

を

進

め

る

た

め

一

子

、

清

流

園

を

見

学

、

有

意

義

に

第

一

司

ソ

更

に

と

の

傾

向

一

て

る

た

め

に

は

、

妊

娠

中

か

ら

定

期

的

地

方

財

政

は

、

静

築

、

一

平

小

学

校

屋

内

運

動

場

の

建

設

な

一

平

小

学

校

屋

内

霊

建

設

で

に

開

催

し

た

も

の

で

す

。

団

施

設

め

ぐ

り

を

終

わ

り

ま

し

た

。

翌

三

強

ま

り

、

労

一

襲

撃

受

け

る

と

と

が

大

切

で

す

。

ど

に

よ

り

危

機

に

直

面

し

厳

し

い

も

の

一

ど

を

図

っ

て

い

き

ま

す

。

王

監

施

設

め

ぐ

り

に

は

五

十

二

人

が

参

加

一

な

お

、

市

で

は

住

民

参

加

の

震

を

一

明

白

刀

の

確

保

と

一

大

洲

市

で

は

、

母

子

揮

を

推

進

す

が

あ

り

ま

す

が

、

財

政

運

営

に

あ

た

り

一

一

般

会

計

補

正

予

算

一

英

霊

旧

費

壬

盲

手

一

一

一

展

午

前

九

時

半

、

消

防

署

前

に

参

集

し

て

冨

す

る

た

め

に

長

活

動

の

弓

と

一

臨

一

徹

雇

用

の

安

定

は

一

る

た

め

、

妊

婦

の

一

般

健

康

診

査

を

医

一

霊

的

な

運

用

、

車

的

経

費

の

節

減

一

補

正

総

額

は

、

四

壁

ハ

千

金

六

十

一

時

鴎

直

直

宮

崎

叫

同

署

を

見

学

し

た

あ

と

、

市

の

マ

イ

ク

一

レ

て

「

施

設

す

」

を

は

じ

め

「

ニ

バ

!

?

京

人

妻

一

療

機

関

に

委

託

し

て

行

っ

て

い

ま

す

。

一
妻
費
の
選
択
な
ど
を
協
力
に
進
め
、
一
一
万
八
百
、
(
累
計
は
四
十
億
三
千
一
一
計
一
回

m
m
n
一

冨

ロ

パ

ス

二

台

に

分

号

、

昨

年

末

に

完

一

日

市

役

所

」

、

亙

の

ま

わ

り

行

憲

一

向

怒

め

る

」

か

ら

「

一

と

の

診

査

は

、

震

届

出

に

よ

り

妊

一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
二
一
一
健
全
財
政
を
維
持
し
な
が
ら
、
当
初
計
一
一
盲
手
五
万
九
千
円
と
な
り
ま
す
)
百
一
一

M

M

M

M

一

成

し

た

国

立

大

洲

青

年

の

家

、

書

公

一

談

会

」

、

「

市

議

室

な

ど

を

、

地

一

議

獄

中

高

年

齢

者

の

一

娠

の

前

半

と

後

半

の

ご

回

、

襲

撃

一

二

三

三

一

一

一

一

一

一

画

展

っ

て

次

の

施

策

の

実

現

を

図

っ

一

の

う

ち

歳

出

の

お

も

な

も

の

は

、

一

肝

一

累

一

山

山

花

開

一

園

を

見

て

回

わ

り

、

恵

ま

れ

た

自

然

環

一

区

又

著

書

害

対

象

に

開

催

す

る

一

い

じ

が

能

力

を

活

か

す

す

を

お

渡

し

し

て

、

次

の

よ

う

な

健

康

一
一
一
一
一
一
一
一
佐
二

-
Lて
ま

い

り

ま

す

。

一

三

量

二

億

七

千

二

百

七

十

二

万

一

単

一

「

l

l

l

一

境

、

施

設

の

大

き

さ

な

ど

に

参

加

者

は

一

ょ

う

計

画

レ

て

い

ま

す

の

で

、

ご

協

力

一

」

時

代

号

、

今

ま

で

の

雇

用

慣

行

一

撃

を

行

い

ま

す

。

一=三三一ニ三三一三三三一三三三一三三一三一=一.岡回金、畠一

τ市民号みん
な
が
、
安
害
ら
ぎ
ぎ
と
生
宗
が
誤
互
いi一
一

手

言

干

古

円

一

つ

「

一

r正額亙
一
玉m
m
側

倒

竺

一

払

目

塁

を

見

是

は

つ

ぞ

て

い

Eま
し

主

た

。

一

z
言
壱
雲
お
願
顎
い
し
左
ま
号
す
。
一

7玄を雲
考
え
主
な
お
害
す
乙

Eとが
義
謀
題
警
と
な
雪
勺
て
壬
一
で
一
て
、
梅
聖
喬
血
量
清
反
震
応
検
霊査

一三一=三三一三三三=三三一¥
較
眉
聖
書
四
日
間
一
羽
目

i
i
E
r
L
が
ん
征
圧
月
間
運
動
一
時
間
市
諮
問
一
昨
昨
日
間
一
仏
語
臨
時
一
一
一
日
開
査
(
糖
蛋
量
産

一一一一

Z

I

l

-

-

上
の
た
め
の
南
久
米
保
台
所
の
改
築
、
一
マ
農
林
7
産

業

費

五

亘

書

ノ

主

扇

子

一

3

0

1

5

一

一

一

一

に

適

す

る

指

定

六

十

三

職

種

に

つ

い

て

一

一

一

三

一

重

度

身

体

障

害

者

に

対

す

る

福

祉

手

一

千

円

一

別

一

計

一

品

川

河

刈

一

9
月

1
日

か

ら

9
月

初

日

ま

で

一

多

い

の

で

す

。

一

市

町

村

が

雪

集

団

検

診

を

受

け

る

と

一

て

、

雇

用

人

黒

豆

の

割

合

量

一

五

、

最

検

査

(
A
H
O式
豪

華

)

一

一

二

三

当

の

支

給

、

身

障

費

老

人

家

庭

奉

一

過

年

度

農

林

道

事

業

補

間

金

一

計

一

現

3

1

5

一

一

早

期

発

号

す

る

に

は

一

と

が

必

要

で

す

。

一

す

る

よ

う

義

務

づ

け

ろ

れ

て

い

ま

す

一

六

、

糧

事

一

一

一

三

一

算

処

遇

改

善

を

図

っ

て

い

き

ま

す

一

ワ

喜

七

千

七

百

一

一

十

万

円

一

会

日

制

剖

刊

l
一
「
が
金
属
運
動
」
を
九
月
二
で
、
量
発
見
し
、
治
療
を
受
け
れ
ば
一
雰
ん
守
が
ん
を
早
期
に
発
見
一
そ
の
他
、
が
ん
事
つ
い
て
は
保
一

O
職
業
安
定
所
の
紹
介
に
よ
り
中
高
一
妊
娠
届
出
は
、
置
に
市
役
所
保
険

二
三
一
そ
の
他
、
お
毒
害
し
て
は
、
一
道
路
重
量
、
下
排
水
改
良
一
一
空
齢
主
計
一
一
白
か
ら
九
月
三
宮
で
、
造
的
に
一
不
治
の
病
と
さ
れ
て
い
た
が
ん
も
治
る
一
す
る
?
?
自
分
は
健
震
で
あ
一
島
義
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
一
年
齢
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
ま
次
一
衛
告
書
連
絡
所
へ
し
て
く
だ
さ
い

一

一

二

三

市

遣

の

改

良

舗

装

、

都

市

下

水

路

の

整

一

事

業

費

一

区

ト

「

陣

匡

|

一

一

号

、

が

ん

に

関

す

る

正

し

い

知

識

一

よ

う

に

な

り

ま

レ

た

。

一

る

患

っ

て

同

ぽ

閣

直

は

「

I

l

-

-

ご
さ
つ
な
需
度
が
あ
り
ま
れ

0
7
1
1
1
1
1一

一一一一一一一

i
s、
hEhミ
!
t
iミ
h、
ERE-、、
4
i
E
!‘1
1
i、、、
!SAqhi、
一

の

普

及

零

時

著

闘

っ

て

い

ま

す

。

一

が

ん

は

早

く

発

見

す

ほ

ど

治

る

一

一

ω
高

年

齢

者

雇

用

奨

励

制

度

一

一

水

は

大

切

な

一

日

一

一

年

一

寝

た

き

り

老

人

慰

め

る

一

ぃ

臨

時

点

む

れ

が

仮

装

し

て

一

が

ん

引

か

か

れ

ば

死

ぬ

も

の

と

さ

れ

一

率

が

高

い

一

共

同

募

金

運

動

は

じ

ま

る

一

五

十

五

歳

か

ら

六

十

宣

歳

未

満

の

一

一

資

源

で

す

一

4

ι

5

一

J
一

一

、

一

た

の

は

昔

の

こ

と

で

す

。

今

で

は

、

が

一

が

ん

の

初

期

は

普

通

自

覚

症

状

喜

一

一

高

著

書

現

働

者

一

レ

て

雇

用

一

一

一

五

開

設

四

周

年

特

別

養

護

老

人

ホ

l
ム

一

目

見

民

干

狩

訪

日

山

一

ん

も

治

す

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

な

り

一

い

の

で

重

差

れ

勝

ち

で

す

が

、

発

一

み

ん

な

の

胸

に

赤

い

羽

根

を

了

妻

、

奨

励

金

が

支

給

さ

れ

ま

す

水

に

一

一

玄

一

ま

し

た

。

一

見

が

早

い

ほ

ど

治

る

率

は

高

い

の

で

す

一

一

す

o
月

額

九

千

円

、

十

二

か

月

一

一

一

市

内

田

口

に

あ

る

、

大

洲

喜

多

狩

別

一

か

ら

介

護

を

要

す

る

老

人

五

十

四

人

(

一

あ

り

、

村

上

組

合

長

ら

カ

入

居

者

一

人

一

一

一

一

一

一

ご

協

力

く

だ

さ

い

一

養
護
老
人
ホ
i
ム
「
と
み
す
警
の
開
一
男
土
ハ
人
、
さ
一
一
十
八
人
)
が
入
居
、
一
一
人
に
衣
類
を
手
渡
レ
、
励
ま
レ
喜
一
早
期
発
見
早
期
治
療
で
治
し
一
壮
年
期
に
が
ん
に
か
か
る
雲
一
国
民
聞
け
台
、
音
羽
根
共
同
募
立
仰
を
も
と
に
し
て
行
わ
れ
、
み
ん
な
の
一
例
高
ヰ
齢
者
雇
用
に
つ
い
て
の
保
険
一
一
一

設
凹
周
年
記
念
行
事
が
、
九
月
一
日
午
一
ほ
と
ん
ど
史
が
寝
た
き
り
で
、
歩
行
す
を
か
け
ま
し
た
。
日
ご
ろ
喜
び
の
少
一
ま
し
ょ
う
。
一
孝
一
会
左
手
月
百
か
ら
全
国
い
っ
一
幸
せ
の
た
め
に
、
社
会
事
施
設
の
整
一
料
の
免
除
制
度

7
1
1
1
1
1
1
1

前
高
か
ら
同
ホ
ー
ム
で
行
わ
れ
、
入
一
器
な
ど
を
使
っ
て
寄
る
人
は
、
数
人
一
な
い
老
人
た
ち
も
、
と
の
日
ば
か
り
は
一
医
学
の
進
歩
に
よ
り
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
一
壮
年
期
に
は
、
が
ん
で
亡
く
な
る
者
一
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。
一
備
や
、
恵
ま
れ
な
い
人
々
に
対
す
る
援
一
六
十
歳
以
上
の
常
用
労
働
者
の
雇
一
印
鑑
登
録
の
切

居
者
た
ち
を
慰
め
ま
し
た
。
一
し
か
な
く
、
喜
び
と
い
え
ば
テ
レ
ピ
を
一
顔
を
ほ
乙
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。
一
検
査
や
顕
微
鏡
検
査
な
ど
狩
刑
な
方
法
一
が
最
も
多
く
、
壮
年
期
の
死
亡
者
の
う
一

4

一

一

用

保

険

制

加

は

、

被

保

険

者

事

業

主

の

一

ホ

ー

ム

に

は

大

洲

市

や

喜

多

郡

な

ど

一

見

た

り

、

置

を

聞

く

く

ら

い

の

で

-

一

嗣

今

年

で

二

十

九

回

を

迎

え

る

、

乙

の

一

護

を

は

じ

め

、

地

域

社

会

の

福

祉

の

向

一

負

担

を

免

余

す

る

乙

と

こ

な

り

ま

し

一

り

替

え

実

施

中

運
剥
も
み
な
さ
ま
方
の
混
い
ご
支
援
、
一
上
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
一

H

b

一

一

一

。

一

印

鑑

条

例

の

改

正

に

伴

い

、

昭

和

五

ご
協
力
を
得
ま
し
て
年
々
充
実
し
、
今
一
乙
の
運
動
に
、
各
ご
家
庭
で
、
又
は
一

r

一

一

一

同

事

業

主

と

中

高

年

齢

者

の

双

方

に

一

十

年

七

月

一

日

か

ら

十

月

三

十

一

日

ま

日

の

社

会

に

欠

〈

と

と

の

で

き

な

い

大

一

職

場

で

海

か

い

ご

協

力

を

お

願

い

い

た

一

一

一

-

手

当

を

支

給

レ

て

、

職

場

適

応

を

按

一

で

印

鑑

啓

一

録

の

切

り

替

え

を

奨

施

し

て

切

な

役

割

を

果

た

し

て

お

り

ま

す

。

一

し

ま

す

。

一

一

助

す

る

職

場

適

応

訓

練

制

度

が

あ

り

一

い

ま

す

。

乙

の

募

金

は

、

助

け

合

い

の

尊

い

料

-

一

ま

す

。

一

改

正

前

の

規

定

で

現

在

(

六

月

三

十

判
定
年
延
長
奨
励
金
(
五
十
五
歳
の
一
日
ま
で
に
)
議
録
さ
れ
て
い
る
印
鏡
登

定
年
制
を
延
長
し
た
中
小
〈
去
ぎ
が
一
録
は
、

+
E二
十
一
日
で
抹
消
し
ま
す

支
給
さ
れ
ま
す
。
一
か
ら
十
一
月
一
日
以
降
、
印
鍛
証
明
書

何
定
年
退
職
前
、
職
業
講
習
、
職
業
一
の
交
付
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
新
し

訓
練
を
受
講
す
る
定
年
退
職
該
当
者
一
く
印
鑑
務
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

に
は
受
講
奨
励
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
一
十
一
月
一
日
か
ら
の
新
し
い
印
鑑
証

制
労
働
者
住
宅
確
保
奨
励
金
(
申
高
一
関
は
、
従
来
の
間
接
証
明
方
式
か
ら
閏

年
齢
者
を
採
用
入
唐
さ
せ
る
住
宅
の
一
援
証
明
方
式
に
変
わ
り
、
よ
り
正
確
、

確
保
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
一
迅
速
な
事
務
処
理
と
な
り
ま
す
の
で
、

川
そ
の
他
、
雇
用
促
進
融
資
と
し
て
一
印
鑑
殺
録
の
切
り
替
え
に
と
協
力
く
だ

労
働
者
住
宅
設
置
資
金
、
福
祉
施
設
一
さ
い
。

( 9月1日)

人口 38，461人
男 18，320人女

世帯数 10，496世帯
面積 240.93平方キロメートル

発行大洲市役所

編集企画広報課
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20，141人
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(1) 

人の市

2期税険

九

月

定

例

市

議

..0-
コ::s;

{呆窓会暴:袋線:援護

九
月
定
例
市
議
会
は
、
九
月
一
日
開
会
、
九
日
間
の
会
期
で
、
同
和
対
策
事
業
、
道
路
新
設
改
良
費
等
、

四
億
六
千
八
百
六
十
一
万
八
千
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
や
大
洲
市
住
宅
改
修
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
改

正
な
ど
八
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
陳
情
、
請
願
な
ど
必
要
な
決
定
を
レ
て
九
月
九
日
開
会
し
ま
し

た
o
議
案
説
明
の
概
要
、
可
決
さ
れ
た
お
も
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

励ましのことばをかける村上組合長
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(人 入管菅

詩)gS221i

新
レ
い
農
業
委
員
決
ま
る

第

一

団

施

設

め

ぐ

り

住
民
参
加
の
都
市
づ
く
り

大
洲
市
共
同
募
金
会

(
上
須
戒
)

(
徳
税
)

(
徳
森
)



た
。
市
価
よ
り
も
割
安
と
あ
っ
て
訪

O

大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格
レ
一
微
分
方
程
式
な
ど
高
度
な
計
算
ま
で
、
一
レ
た
。

れ

た

人

た

ち

に

喜

ば

れ

ま

し

た

。

た

方

一

プ

ッ

シ

ュ

ホ

ジ

が

引

書

〔

受

け

て

く

れ

る

一

市

民

の

み

な

さ

ん

、

正

し

く

交

通

一

説

。

迫

害

一

民

「

持

ら

し

の

ア

イ

デ

ア

マ

試

験

日

一

「

電

話

計

算

す

I
ピ
ス
」
も
利
用
で
き
一
則
を
守
り
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
町
一
次
の
か
た
が
た
が
、
社
会
福
祉
事
業

と

監

管

理

」

第

一

次

試

験

、

大

学

校

学

生

十

一

ま

す

。

一

づ

く

り

に

つ

と

め

て

く

だ

さ

い

。

一

の

た

め

に

役

立

て

て

く

だ

さ

い

と

ま

と

節

約

黙

を

反

映

し

た

盟

主

海

上

保

安

庁

で

は

、

次

の

と

お

り

海

一

丈

一

一

月

二

十

九

三

十

日

一

円

品

部

訪

問

叶

町

十

日

間

芭

重

点

目

標

一

と

ろ

銀

行

へ

預

託

さ

れ

ま

し

た

。

活

、

健

康

づ

く

り

の

た

め

に

、

三

上

保

安

大

学

校

、

海

上

保

安

学

校

の

学

一

マ

受

験

資

格

一

学

校

学

生

十

一

月

三

十

日

一

(

要

法

外

に

)

千

二

百

円

で

す

で

、

子

供

と

お

年

寄

り

星

通

事

故

一

敬

語

ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
百
の
料
理

rを
募
集
い
た
し
ま
す
。
一
昭
和
二
十
七
年
四
月
一
百
(
大
一
第
二
次
試
験
、
一
月
二
十
九
、
一
取
り
替
え
ご
霊
完
、
お
問
い
合
一
か
主
寸
る
。
一
九
百
六
円
(
川
ま
つ
り
後
の
川
原

良
一
不
や
体
力
測
定
、
健
康
相
談
を
実
一
採
用
さ
れ
る
と
入
校
に
要
す
る
旅
費
一
学
校
学
生
は
昭
和
三
十
年
四
月
一
ニ
一
二
十
日
一
わ
せ
の
方
は
四
よ
一
包
門
)
番
(
無
斜
一
一
一
、
自
転
車
利
用
者
の
事
故
防
止
。
一
清
掃
号
ん
売
却
代
)

市
制
施
行
を
記
念
し
て
、
第
一
回
市
一
乙
左
翼
は
、
市
制
尊
重
念
一
る
撃
を
見
な
お
し
、
そ
れ
を
大
切
に
一
施
レ
ま
レ
た
。
一
が
支
給
さ
れ
、
入
校
後
は
国
家
公
務
員
一
日
)
以
降
に
生
ま
れ
た
男
子
で
、
一
マ
試
験
地
一
)
へ
と
連
絡
く
だ
さ
い
。
一
三
、
ヘ
ル
メ
ツ
ト
、
シ
1
ト
ベ
ル
ト
一
喜
多
小
学
校
山
根
上
子
ど
も
会

詰

町

長

同

月

十

一

日

一

日

民

間

れ

れ

諒

一

日

間

幻

u
h
-
-
0
1
「
肱
川
ラ
イ
ン
を
訪
ね
一
計
百
与
を
受
け
な
が
ら
教
青
を
受
一

o次
訴

主

目

立

口

一

震

計

訂

さ

れ

る

方

又

は

詳

し

く

一

行

政

相

談

会

の

一

四

碍

詰

る

つ

」

「

愛

の

合

一

千

四

百

一

一

詰

誌

に

よ

市
民
た
ち
に
喜
ば
れ
ま
レ
た
o

一
を
め
ざ
す
た
め
に
、
郷
土
の
数
多
く
あ
一

O
物

産

展

「

ふ

る

さ

と

に

こ

ん

な

も

一

広

域

観

光

行

政

を

推

進

し

よ

う

と

す

受

付

期

間

一

昭

和

平

一

空

一

一

月

ま

で

に

卒

業

す

り

た

い

方

は

、

松

山

市

普

通

り

、

一

お

知

ら

せ

一

図

」

運

動

の

推

進

。

一

る

返

金

)

-

一

一

一

一

一

一

一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一
大
洲
市
中
村
芳
我
章
子

園

置

慣

醸

醸

臨

鹿

題

襲

撃

議

襲

撃

安

一

の

が

」

一

肱

川

ラ

イ

ン

関

空

間

町

村

が

観

光

一

十

月

八

日

か

ら

十

月

二

十

合

一

す

る

見

込

み

の

方

一

松

山

港

湾

合

同

庁

舎

内

、

松

山

向

上

保

一

十

月

士

百

か

ら

十

七

日

ま

で

の

一

一

テ

レ

ホ

ノ

サ

ー

ビ

ス

一

一

一

千

七

百

円

(

原

稿

執

筆

謝

礼

)

圃

圃

盤

覇

盤

調

麟

鱒

響

機

機

撃

郷

之

の

物

産

を

よ

く

知

っ

て

も

ら

一

モ

デ

ル

コ

1245、
2一
ま

で

一

O

高
等
専
門
学
校
の
第
三
学
審
一
安
部
(
電
話
五
丁
二
九
六
)
あ
る
一
週
間
は
行
政
相
談
週

p
o
-
-
!‘
一

明

組

閣

舗

翻

麟

麟

鱗

際

機

繍

鱗

織

機

お

う

と

、

葉

子

、

み

や

げ

品

、

家

具

一

真

、

観

光

ホ

ス

タ

l
、
み
や
げ
品
の
一
マ
係
用
予
義
一
修
了
し
た
方
又
措
和
五
十
一
年
一
い
は
近
く
の
海
上
保
憲
へ
お
問
い
合
一
愛
媛
県
行
政
監
察
闘
行
政
相
談
所
で
一
を
こ
存
知
で
す
か
?
一
犬
洲
市
喜
岡
本
英

話

題

灘

翻

盟

理

論

警

衣

料

品

な

ど

が

、

宗

l
ル
い
「
ぱ
一
出
品
察
室
長
を
盛
り
上
げ
一
海
上
保
安
大
学
校
章
約
五
十
一
三
月
ま
で
に
修
了
す
る
見
込
み
の
一
わ
せ
く
だ
さ
い
。
一
は
、
行
政
相
官
と
と
も
に

2
2
1
5量で
新
し
く
お
一
五
万
円

(Eし)

一

削

醐

躍

翻

鰯

麟

欄

間

組

輔

調

鯛

F九
州
ル
一
…
…
~ι一
一
い
川
澄
べ
ら
れ
、
日
売
も
さ
も
そ
ノ
一

ξ

し
こ
o

一

人

、

将

上

保

安

芸

学

生

約

一

一

言

一

方

一

一

政

相

談

会

を

開

き

ま

す

。

一

子

宮

訴

す

1
ズ
「
よ
い
子
と
電
一
大
州
市
柏
木
青
森
喜

盛

輯

鶴

一

万

一

J1
ぷ
十
三

-
J
h

一い…

i
f
r
L
!
?
一

ー

ー

ト

!
l
i
l
-
-

一
官
公
庁
の
仕
事
に
つ
い
て
、
一
語
」
が
登
場
し
ま
す
。
ぜ
ひ
聴
い
て
く
一
金
一
封
(
香
典
返
し
)

一

…

盟

関

圃

fiJJEu-uvf一一
一

一

一

一

な

)

、

伊

年

月

日

及

び

職

業

主

一

マ

テ

キ

パ

キ

や

っ

て

も

ら

え

な

い

一

だ

さ

い

。

一

大

洲

市

首

町

富

永

三

好

い

趨

潤

駅

魁

鱒

臨

較

よ

…

一

一

一

川

一

¥
J

売

一

昭

和

五

十

一

年

一

一

的

に

書

い

て

く

だ

さ

い

。

一

お

ぼ

え

る

電

話

川

プ

ッ

シ

ュ

ホ

ン

一

ロ

ロ

刊

誌

民

主

料

金

は

智

子

。

お

気

軽

に

ど

利

一

ま

ご

と

ろ

の

乙

も

っ

た

基

金

に

、

必

輔

臨

明

潟

組

艶

撤

回

一

歌

会

始

め

の

お

題

は

最

」

一

o
J
M
H
i一
日

ま

で

一

ボ

タ

ン

三

つ

で

つ

な

が

i
一

五

刊

誌

に

く

だ

さ

い

。

大

量

電

話

局

一

か

ら

感

謝

同

一

昨

協

議

会

闘
関
陣
副
購
翻
一
L4ミ
?
と
ι
ミ

多

鱗

総

議

欝

物

一

一

一

と

し

、

郵

送

の

場

合

は

、

消

回

が

十

一

一

気

軽

に

お

越

し

く

だ

さ

い

。

規

身

に

な

一

l

1

1

1

1

1

1

一

覇
鞠
灘
鯛
関
髄
比
率
機
議
機
鱗
た
一
昭
和
五
十
一
年
歌
会
始
め
の
お
題
は
一
日
用
紋
壁
紙
と
レ
、
毛
筆
で
白
書
一
月
十
一
日
ま
で
の
も
の
を
有
効
と
し
一
通
報
喜
局
で
は
、
奇
四
周
一
あ
の

7
2も
ど

る

の

を

待

つ

も

一

っ

て

相

談

に

応

じ

ま

す

。

一

小

川

下

一

一

船

舶

操

縦

士

一

相

殺

ご

と

案

内

調

縮

鱒

噛

醗

離

臨

時

離

麟

纏

わ

一

「

位

持

活

誌

の

ぼ

一

回

し

主

下

障

害

の

た

め

毛

筆

-brあ
て

先

一

日

付

与

抗

日

諮

問

一

町

内

1
2品一
と

き

叶

昨

日

時

十

時

一

試

験

の

お

知

ら

せ

一

A
問

FIM時

鱒
麟
幽
鱒
麟
輔
鱒
鱗
鱒
齢
鴫
流
機
慨
が
一
り
又
は
く
だ
り
の
あ
る
道
の
引
と
で
す
一
で
自
書
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
場
合
一
一
T
一

00、東
京
都
干
代
田
区
一
一
八
月
中
で
約
四
+
個
の
で
シ
ヱ
少
一
ダ
イ
ヤ
ル
す
ピ
ス
」
詰
問
す
れ
ば
一
と
と
ろ
市
民
会
館
一
階
皇
室
一
日
本
日
l
タ
ー
ボ
ー
ト
雲
四
国
事
一
川
月
初
日
夕

醐
曙
踊
醗
鞠
鞠
機
輯
欝
輯
盤
輯
気
一
が
歌
句
に
は
地
名
と
し
て
の
坂
道
一
に
は
他
ヘ
が
代
筆
し
て
も
差
長
一
番
一
号
宮
内
庁
と
し
、
封
筒
に
一
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
ダ
イ
ヤ
ル
の
早
一

iポ
ジ

ポ

シ

、

ポ

ン

と

三

回

一

秋

の

全

国

交

通

一

静

六

五

日

間

わ

れ

わ

一

人

権

時

所

第

一

会

議

室

灘

審

瞳

纏

鵬

悶

J
7
u一
盟
鱒
輯
購
入
す
る
い
は
川
象
的
に
、
例
え
ば
「
人
生
一
え
あ
り
ま
せ
ん
が
ま
の
場
合
は
一
「
詠
進
歌
」
六
書
き
添
え
て
く
だ
さ
一
さ
、
便
利
さ
、
電
話
機
の
ス
マ

i
ト

さ

一

押

す

だ

け

で

つ

な

が

る

と

い

う

多

の

一

安

売

迫

力

一

警

次

の

と

お
J
実
施
レ
ま
す
o

一

日

昔

話

J

持

論
調
端
点
醐
院
し
ょ

J
L輔
輔

轟

調

子

」

な

と

と

し

て

よ

み

込

む

と

と

も

一

そ

の

理

聖

書

い

た

別

ま

え

て

一

ぃ

。

一

な

ど

に

、

利

用

者

2
5
3吾
Zも
い

わ

れ

る

、

す

ば

ら

し

い

一

ノ

吋

〉

一

ー

一

麟

子

一

時

野

齢

制

i一
パ

差

し

支

え

あ

り

ま

せ

ん

。

了

だ

さ

い

。

一

※

そ

の

豊

し

い

こ

と

は

、

企

画

す

。

一

重

で

す

。

一

川

刊

誌

一

言

語

諸

島

一

日

聖

書

i

z料)
十

醐

盟

闘

韓

親

機

購

鍋

鶴

野

一

O
詠
進
の
要
領
一
阿
書
官
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に
レ
一
報
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
一
乙
の
電
話
は
、
現
在
の
回
転
式
ダ
イ
一
ま
た
、
計
算
セ
シ
タ
!
?
ピ
ュ
一
乙
と
し
も
を
霊
童
票
、
一
(
八
百
九
十
円
)
な
ど
必
要
号
、
一
高
ご
と
相
官

問

攻

一

鱗

い

い

し

臨

臨

闇

醸

麟

鱗

機

鰹

一

H

童
話
、
自
作
の
歌
で
一
人
一
一
て
、
空
間
に
お
題
と
歌
、
左
半
面
一
一
ャ
ル
を
押
し
ボ
タ
シ
式
に
し
た
も
の
で
一

l
タ
ー
を
呼
び
出
し
て
、
加
減
乗
除
は
一

Z
R点
目
標
を
か
か
げ
て
、
全
国
い
一
高
松
市
丸
の
内
一

O
ノ
一
、
大
和
生
命
一
背
1
日

日

時

t
m時

鵬
眠
騨
盤
翻
翻
副
瞳
魁
圃
闘
騒
麟
繍
一
守
、
未
霊
の
も
の
に
限
り
ま
一
に
住
所
、
氏
名
(
本
名
、
ふ
り
が
一
一
ボ
タ
ン
を
軽
く
押
す
だ
け
で
つ
な
が
り
一
も
と
よ
り
、
最
小
二
奏
法
、
事
計
算
一
っ
せ
い
に
霊
式
一
れ
き
と
に
な
り
ま
一
ピ
ル
内
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
協
会
四
国
一
日
月
日
日
イ

a
-
E
・E
・-E
3
3員
E
g
g
S
E
E
a
-
-
E
a
-
-
-
E
-
泊
費
議
議
塁
審
議
議
活
一
キ
9

-

一

一

0
3
0
3
M

-
1

ミ

一

i
i
h
!
h
a
!
Q
t
i
p
s
-
!
i
i
h
!
i
i
l
s
b
h
!
!
s
h
h
j
h
1
h
a
!
l
i
n
s
-
i
H
B

一
事
務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
一

U
1
M
E

リ

一

毎

週

火

隠

民

国

間

水

・

木

・

し

て

築

庭

し

た

も

の

で

、

石

村

喜

一

書

を

受

け

な

け

れ

ば

、

受

験

が

で

一

郎

加

公

会

堂

小

社

会

福

祉

協

議

県

攻

乃

ま

ど

ぐ

ち

一

番

喜

一

日

置

は

商

積

み

に

も

趣

向

を

と

ら

し

戸

木

の

よ

き

な

い

よ

う

に

思

わ

れ

、

方

が

あ

る

よ

一

会

事

務

室

1
h
E
G
ゴ

と

く

?

一

工

関

係

者

の

税

金

に

つ

い

て

の

相

談

に

多

額

の

植

物

か

一

面

に

庭

を

う

ご

う

で

す

が

、

独

学

で

も

受

験

で

き

ま

す

一

家

庭

児

童

相

談

日

愛

媛

県

サ

ー

ビ

ス

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

一

」

鵠

「

必

要

な

、

田

、

め

て

い

ま

す

。

一

政

務

昨

日

日

比

笠

毎

日

だ

し

1

静

UFー

を

お

気

軽

に

ど

う

ぞ

一

県

の

金

融

制

度

の

内

容

、

借

入

れ

手

冶

事

務

所

へ

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

一

口

六

日

隈

、

祝

日

は

休

み

一
続
き
‘
信
用
保
証
制
度
の
相
談

U

一

官

。

一

一

市

福

祉

事

務

所

-

一

V
商

工

経

営

相

談

一

県

民

の

申

に

と

け

乙

ん

だ

行

政

を

、

一

宮

品

や

サ

ー

ビ

ス

に

対

す

る

苦

情

一

一

行

政

相

談

日

そ

う

レ

て

、

み

な

さ

ん

の

生

活

を

よ

り

一

審

相

談

、

商

品

テ

ス

ト

の

受

付

や

一

忠

実

の

周

務

、

生

産

仕

入

れ

一

毎

日

9
時
i
m時

一

一

販

売

及

び

后

舗

な

ど

、

個

別

〈

幸

末

の

一

豊

か

に

、

と

い

う

願

い

か

ら

県

政

の

窓

一

生

鮮

食

斜

品

の

物

価

情

報

の

提

供

一

一

た

だ

し

月

隈

日

は

休

み

ま

す

口

を

次

の

よ

う

に

開

い

て

お

り

ま

す

。

一

V

福

祉

相

談

一

経

営

管

理

や

共

同

事

業

な

ど

の

相

談

一

市

民

会

館

一

一

v
一

般

相

談

一

お

気

軽

に

ご

利

用

く

だ

さ

い

。

一

お

と

し

よ

り

、

母

子

家

庭

の

方

、

一

一

v時
間

伊

る

た

め

に

必

要

な

一

刊

誌

は

訪

問

的

問

一

要

註

抗

日

明

言

、

一

点

慰

霊

一

議

旅

券

申

請

、

手

続

き

な

ど

に

つ

い

て

一

な

ど

の

相

談

一

と

乙

ろ

松

山

市

一

番

町

三

丁

目

一

の

相

談

一

V
住

宅

相

談

一

三

越

一

一

階

(

二

番

町

側

)

一

9
月
お
日
中
央
病
院
④
4
5
5
1

V
観

光

余

限

相

談

一

マ

イ

ホ

ー

ム

づ

く

り

の

法

律

相

談

一

相

談

日

火

曜

日

か

ら

白

隠

日

一

m月
5
日

h

7

9

県

内

観

光

地

の

見

ど

こ

ろ

、

宿

泊

一

豊

田

の

求

め

方

、

住

ま

い

の

考

え

方

一

(

祝

日

は

休

み

ま

す

)

一

9
ω
日

ヂ

ヂ

施
設
、
名
審
理
の
紹
介
、
又
は
観
一
ゃ
、
県
営
住
宅
へ
の
入
居
、
住
宅
供
一
時
間
午
前
十
時
t
午

後

六

時

一

ヂ

ロ

日

9

9

光

容

や

各

地

の

催

し

物

な

ど

の

相

一

給

公

社

の

分

譲

住

宅

な

ど

の

霊

提

言

で

も

ど

う

ぞ

一

夕

刊

回

9

ヂ

談

一

供

一

松

山

局

(
O八
九
九
)
一
一
一

l
豆

四

一

タ

初

日

ク

v消
費

生

活

相

談

一

V
税

務

相

談

一

o
一

一

診

療

時

間

午

前

8
時
半
1
午
後
6
時

(2) 

海
上
保
安
材
学
械
学
生
募
集

日

人
.e: 
ヌL

物

産

即

'::1:::' 

!7c 
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大

臥洲

f子市
喜宍指
者追定
大河山名神
石、世絵1':
内菌防:膨
洲陽

荘

肱
川
河
岸
で
景
勝
の
地
を
求
め
る

な
ら
ば
、
だ
れ
も
が
臥
竜
と
亀
山
公

園
を
あ
げ
ま
す
。

臥
竜
は
、
大
州
市
街
地
の
東
婦
に

あ
っ
て
、
肱
川
畔
随
一
の
景
勝
地
で

あ
り
神
楽
山
を
背
景
と
レ
た
臥
竜
山

在
、
向
島
な
ど
(
河
内
陽
一
氏
、
大

洲
市
大
別
四
二
ノ
二
、
所
有
)
広

さ
約
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
び

ま
す
。臥竜
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
文
一
禄

年
間
に
藤
堂
高
虎
の
一
族
で
藤
堂
勘

兵
衛
が
私
宅
と
し
て
庭
園
巻
造
ヲ
た

と
伝
え
ら
れ
、
後
に
藩
主
加
藤
泰
恒

山竜臥

市氏

侯
は
乙
の
地
を
愛
し
、
桜
を
吉
野
か

ら
、
か
え
で
を
竜
田
か
ら
移
植
し
風

情
を
加
え
た
と
い
い
ま
す
。

明
治
三
十
年
乙
ろ
当
主
先
代
河
内

寅
次
郎
氏
は
、
乙
の
地
を
購
入
し
て

現
在
の
ご
と
く
態
築
庭
園
等
を
整
え

ま
し
た
。
山
荘
は
不
老
庵
、
臥
竜

院
、
知
止
庵
、
庭
園
臥
竜
蓬
ら
い
山

か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
が
、
寅
次

郎
氏
は
続
離
宮
、
修
学
院
隣
宮
等
を

参
考
と
し
て
設
計
し
ま
し
た
。
ま
た

工
事
は
京
都
十
職
の
名
工
と
、
約
九

千
人
役
を
費
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

庭
園
は
神
戸
の
植
徳
が
十
年
を
費

ま
ご
こ
ろ
銀
行

市
教
育
委
員
会

l試験日 1吋 h請書提出期間 1
50年10月吋松山市 1 4級(皇;控111251

1 50年12月件和吋級 I~ 鮭iiizil


